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１．サービスの内容

（１）「訪問介護」は、要介護状態となった利用者が、可能な限りその居宅においてその有する

　　能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、生活全般にわたる援助を行います。

　　具体的なサービス内容は、次のとおりです。
	種　類
	内　　容

	訪問介護計画書の作成
	利用者に係る居宅介護支援事業者が作成した居宅サービス計画に基づき、利用者の意向や心身の状況、環境等を考慮し、援助の目標に応じて具体的なサービス内容を定めた訪問介護計画書を作成します。

	身体介護
	着脱・排泄・移動・体位交換・入浴・清拭・整容・食事、間食介助・口腔ケア・通院等介助・自立支援のための見守り的援助・医師の指示による特別な調理・その他制度に準ずる内容

	生活援助
	調理・洗濯・住居の掃除・整理整頓・買い物、役所等への手続き・薬の受け取り・衣服の入れ替え等・その他制度に準ずる内容

	身体生活
	身体介護の前後に生活援助を行う場合


　※利用者個々の訪問介護計画書に沿って、選択されたサービスを提供します。
　以下のサービス内容は、介護保険制度上、サービス提供できません。
	×　医療行為や年金等の金銭の取扱い。（ただし買い物等に伴う小額の金銭の取扱いは可能です。
また、特別な事情がある場合その限りではありません。）
×　利用者以外の洗濯・調理・買い物・布団干しなど。
×　主として利用者が使用する居室以外の清掃。
×　商品の販売や農作業等生産の援助的な行為。
×　草むしり、植木の剪定、草木の水やり、ペットの世話など。
×　大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスがけなど。
×　来客の応接（お茶、食事の手配など）
×　特別な手間をかけて行う調理（おせち料理など）
×　家具、電気器具の移動、修繕など。


２．サービス提供担当者等

（１）サービス提供責任者は次のとおりです。

　　サービスについてご相談やご不満がある場合には、どんなことでもご連絡ください。

　　氏名　　　　　　　　　　　　☎（082）885－3636
（２）サービスを提供する職員は、事業者の都合により職員を変更する場合があります。
　　

３．利用者負担金

（１）利用者の方からいただく利用者負担金は別表のとおりです。

（２）この金額は、介護保険の法定利用料の範囲内で当事業者が設定した金額です。

（３）介護保険外のサービスとなる場合には、全額自己負担となる場合があります。（介護保険

　　外のサービスとなる場合には、居宅サービス計画を作成する際に介護支援事業者から説明の
うえ、利用者の同意を得ることとします。）

（４）利用者負担金等は、1ヶ月ごとにまとめて請求しますので（請求書は、サービスを利用し

　　た月の翌月の10日以降にお渡しします。）次のいずれかの方法によりお支払いください。

	支払方法
	支払要件等

	口座引落
	　サービスを利用した月の翌月の25日（祝休日の場合は直後の平日）に、指定された口座より利用料を引き落とします。※口座引落は、別途手続きが必要となります。

	現金払い
	　サービスを利用した月の翌月の25日（休業日の場合は直後の営業日）までに、現金でお支払いください。


４．キャンセル

（１）利用者がサービスの利用を中止する際には、速やかに前記のサービス提供責任者までご連

　　絡ください。

（２）利用者の都合でサービスを中止にする場合には、できるだけサービス利用の前々日までに

　　ご連絡ください。

（３）当日の訪問までにキャンセルの連絡がなかった場合は、1回利用につきキャンセル料とし
　　て500円徴収します。
５．運営規程の概要

（１）事業の目的

　　　居宅において要介護状態の者に対し、適切な訪問介護を提供することを目的とします。

（２）運営の方針

　　ア　事業所は、要介護者の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤独感の解消、心身の機能の維持、並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図ります。

　　イ　事業の実施にあたっては、居宅介護支援事業者、関係市町、地域の保健・医療・福祉サ

　　　　ービスとの密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとします。

　　ウ　事業所は、利用者の人権を擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、
従業者に対し、研修を実施する等の措置を講じます。　　
（３）従業者の職種、員数及び職務の内容

	職　　　　種
	員数
	職務の内容

	管理者
	1
	管理者は、業務を統括し所属職員を指揮監督して事業の管理運営にあたる

	サービス提供責任者
	3以上
	サービス提供責任者は、訪問介護計画の作成や利用日の調整、所属職員の技術指導にあたる

	訪問介護員
	6以上
	訪問介護業務を行う


（４）営業時間

　　ア　営業日　月曜日～金曜日　6：00～21：00

（５）通常の実施地域

　　　広島市安芸区、坂町、海田町の区域とします。
（６）連絡体制
　　電話などにより24時間常時連絡が可能な体制とします。

６．緊急時等における対応方法
事業所は、サービス提供を行っているときに、利用者の病状の急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医又は事業所が定めた協力医療機関に連絡する等の措置を講じるとともに、家族及び管理者に報告します。また、主治医への連絡が困難な場合は、救急搬送等の必要な措置を講じます。
７．事故発生の防止及び発生時の対応
事業所は、事故の発生又はその再発を防止するため、次の措置を講じます。
ア　事故が発生した場合の対応、報告の方法等が記載された事故発生の防止のための指針を整備します。
イ　事故が発生した場合又はそれに至る危険性がある事態が生じた場合には分析を通じた改善策
を講じ職員間で周知し再発防止に努めます。
ウ　事故発生の防止のための委員会及び従業者に対する研修を年１回以上実施します。
エ　担当者を置き、委員会・研修を適切に実施します。
８．損害賠償

　事業者の自らの責めに帰すべき事由によって、利用者が損害を被った場合には、事業者は利用

者に対して損害を賠償します。

　利用者の責めに帰すべき事由によって、事業者が損害を被った場合には、利用者、代理人及び

身元保証人は、連帯して事業者に対して損害を賠償します。

９．非常災害対策

　　事業所は、災害対策に関する担当者（防火管理者）を置き、非常災害対策に関する取り組み

　を行います。

　（１）非常災害に関する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関への通報及び連携体制を整

　　　備し、それらを定期的に従業者へ周知します。

　（２）定期的に避難、救出その他の必要な訓練を年２回以上実施します。
１０．衛生管理等
事業所は、感染症又は食中毒が発生し、又はまん延しないよう次の措置を講じます。
　ア　事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開
催し、その結果について従業者に周知します。
　イ　感染症の予防及びまん延の防止のための指針を整備します。
　ウ　従業者に対し、感染症の予防及びまん延の防止のための研修及び訓練を年１回以上実施します。
１１．虐待の防止のための措置に関する事項
事業所は、入所者の人権擁護、虐待の発生またはその再発防止するため、次の措置を講じます。
　ア　虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について、従業者に周
知します。
　イ　虐待防止のための指針を整備します。
　ウ　従業者に対し、虐待の防止のための研修を年１回以上実施します。
　エ　担当者を置き、委員会・研修を適切に実施します。
オ　サービス提供中に、当該事業所従業員又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合に、速やかに、これを市町村に通報します。
１２．業務継続計画（BCP）の策定に関する事項
事業所は、感染症や非常災害の発生において、サービスの提供を継続的に実施するための、及び
　非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、必要な措置を講じます。また、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて変更を行います。
　 業務継続計画にいついて必要な研修及び訓練を年１回以上実施します。

１３．身体拘束適正化について
事業所は、利用者本人又は他の利用者の生命・身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、
身体拘束等その他利用者の行動を制限する行為を行いません。

　　身体拘束等を行う場合には、その必要性の有無を確認し、必要最小限度の拘束方法と時間を検討
したうえで「緊急やむを得ない身体拘束等に関する説明書」を作成し、利用者の心身の状況等を「ケ
ース記録」に記録します。
ア　身体拘束適正化について検討する委員会を定期的に開催し、その結果について、従業者に周知
します。
イ　身体拘束適正化のための指針を整備します。
ウ　従業者に対し身体拘束適正のための研修を年１回以上実施します。
１４．苦情の受付について

　利用者及び家族からの苦情に円滑・適切に対応し、信頼あるサービスを提供するために苦情受付の窓口を設置するなど必要な措置を講じます。

（１）当施設における苦情の受付は以下の窓口又は施設内の投書箱（意見箱）で受け付けます。


（２）苦情解決の手順
　　　[苦情受付]・・・苦情は、苦情受付担当者・施設内の投書箱により随時受け付けます。市町等関係機関からの照会にも応じます。

　　　[苦情の報告・確認]・・・受け付けた苦情は、事実確認を行い、苦情解決責任者並びに第三者委員に報告するなど必要な対応を行います。

　　　[解決に向けての話し合い]・・・話し合いによる解決に努め、必要に応じて第三者委員の助言、立会いを求めることが出来ます。

　　　[苦情解決の記録・報告]・・・苦情解決の経過、苦情解決の結果及び改善事項等を記録し、利用者及び家族に説明します。
　　　[解決結果の公表]・・・個人情報に関するものを除き、必要に応じて、「事業報告書」や「広報誌」

に実績を掲載し、公表するなどの対応を行います。
（３）公共の相談窓口等

１５．サービス利用にあたっての留意点
　サービスの利用にあたってのご留意いただきたいことは、以下のとおりです。
(１)　サービス利用中に気分が悪くなった時は、すぐに職員にお申し出ください。
(２)　体調や容態の急変などによりサービスを利用できなくなった時は、できる限り早めに当事業所の担当者へご連絡ください。

(３)　事業者やその従業者に対する贈り物や飲食等のもてなしは、ご遠慮させていただきます。

恩賜


財団





 [緊急時の連絡先]　（082）885－3636　（特別養護老人ホーム「たかね荘」事務室）





[担当者]　事務室長　坂本　洋司　[電話番号]（082）885－3636


　　（受付時間　月～金曜日　8：30～17：15）





安芸区役所　福祉課　高齢介護係　[電話番号]（082）821－2823


海田町役場　長寿保険課　　　　　[電話番号]（082）823－9609


坂町役場　　保険健康課　　　　　[電話番号]（082）820－1504


広島県国民健康保険団体連合会　　[電話番号]（082）554－0782
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